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(54)【発明の名称】 超音波診断治療システム

(57)【要約】
【課題】各超音波装置毎に色分け、若しくは、マーキン
グ等を施すことなく、各種超音波装置の誤組立てを防止
した超音波診断治療システムを提供すること。
【解決手段】超音波診断治療システムは、超音波振動子
を駆動させる駆動信号を出力する駆動信号発生装置２
と、駆動信号によって駆動する所定の超音波振動子を内
蔵した把持部を兼ねる振動子カバー４及び超音波振動子
で発生された超音波振動を被検体に伝達する振動伝達部
２０を備えた複数の超音波装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃ…を有
している。そして、超音波装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃ…を構
成する振動子カバー４、振動伝達部２０に、それぞれの
組合せを示す非接触型ＩＤを設ける一方、駆動信号発生
装置２に組合せ状態が正しいか否かを判別する判別回路
３２及び判別結果を告知する告知回路３３を設けてい
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波振動子を駆動させる駆動信号を出
力する駆動信号発生装置と、この駆動信号発生装置に着
脱自在なコネクタを有し、前記駆動信号によって駆動す
る所定の超音波振動子を内蔵した把持部を兼ねるカバー
部材及びこのカバー部材に着脱自在で、前記超音波振動
子で発生された超音波振動を被検体に伝達する超音波振
動伝達部を備えた複数の超音波装置とを有する超音波診
断治療システムにおいて、
前記超音波装置を構成する前記カバー部材、超音波伝達
部に、それぞれの組合せを示す識別手段を設ける一方、
前記駆動信号発生装置に組合せを判別する判別手段及び
この判別手段の判別結果を告知する告知手段を設けたこ
とを特徴とする超音波診断治療システム。
【請求項２】  前記識別手段は、非接触型ＩＤであるこ
とを特徴とする請求項１記載の超音波診断治療システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体腔内に挿入し
て、超音波診断や超音波治療を行う超音波診断治療シス
テムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、超音波振動を利用する超音波
装置として、吸引を行う超音波吸引装置や、凝固・切開
等を行う超音波凝固・切開装置、或いは穿刺を行う超音
波トロッカー等を備えた超音波診断治療システムが知ら
れている。つまり、超音波診断治療システムでは使用す
る目的や、適用する部位、行う手技等によって、様々な
種類の超音波装置が用意されている。したがって、超音
波診断治療システムには種々の超音波振動子を内蔵した
カバー部材、超音波振動伝達部であるプローブ及びカバ
ー部材であるハンドル部が存在する。
【０００３】このため、所定の超音波装置を組み立てる
際、誤って他の超音波装置で使用されるカバー部材、プ
ローブ、或いはハンドル部を組み合わせてしまう不具合
が発生するおそれがあった。
【０００４】その不具合の発生を防止するため、各超音
波装置を構成するカバー部材、プローブ及びハンドル部
を、例えば色分けしたり、何らかのマーキングを施して
ユーザーに正しい組合せを告知するようにしていた。
【０００５】また、特開２０００ー２１７８３６号公報
の手術機器用条件設定装置には、バーコードを用いて所
定の条件を入力する方法が開示されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前述し
た色分けや、マーキングによって組合せを告知する方法
では超音波装置が増えるにしたがって、使用できる色や
マーク等が少なくなるばかりでなく、使用された色やマ
ーク等が増大することにより、ユーザーが識別するのに
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時間がかかったり、識別ミスをするおそれがあった。
【０００７】一方、前記特開２０００ー２１７８３６号
公報の手術機器用条件設定装置では、術者又は補助者が
予めバーコードを読みとる作業が必要になるので、作業
が煩雑になるとともに、バーコードの読み取りミスによ
る不具合が発生するおそれがあった。
【０００８】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、各超音波装置毎に色分け、若しくは、マーキン
グ等を施すことなく、各種超音波装置の誤組立てを防止
した超音波診断治療システムを提供することを目的にし
ている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断治療
システムは、超音波振動子を駆動させる駆動信号を出力
する駆動信号発生装置と、この駆動信号発生装置に着脱
自在なコネクタを有し、前記駆動信号によって駆動する
所定の超音波振動子を内蔵した把持部を兼ねるカバー部
材及びこのカバー部材に着脱自在で、前記超音波振動子
で発生された超音波振動を被検体に伝達する超音波振動
伝達部を備えた複数の超音波装置とを有する超音波診断
治療システムであって、前記超音波装置を構成する前記
カバー部材、超音波伝達部に、それぞれの組合せを示す
識別手段を設ける一方、前記駆動信号発生装置に組合せ
を判別する判別手段及びこの判別手段の判別結果を告知
する告知手段を設けている。そして、前記識別手段は、
非接触型ＩＤである。
【００１０】この構成によれば、超音波装置を構成する
主要な構成部材に識別手段として非接触型ＩＤを設ける
ことにより、読み取り動作が不必要になり、駆動装置本
体の電源を入れることによって、判別手段によって自動
的に構成部材の組合せを認識し、組合せが不適切である
場合には告知手段を介してその旨をユーザーに報知す
る。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図５は本発明の第１実
施形態に係り、図１は超音波診断治療システムを説明す
る図、図２は超音波診断治療システムの１例であるシザ
ースタイプの超音波凝固切開装置を説明する図、図３は
図２の超音波凝固切開装置の構造を説明する図、図４は
他の超音波凝固切開装置を説明する図、図５は超音波装
置の組立て及び確認の手順を説明するフローチャートで
ある。なお、図４（ａ）はプローブを説明する図、図４
（ｂ）は超音波凝固切開装置を示す図である。
【００１２】図１に示すように超音波診断治療システム
は、使用する目的や、適用する部位、行う手技等によっ
て、一般外科用、内視鏡下手術用等、様々な種類の超音
波装置１Ａ，１Ｂ，１Ｃ，…と、駆動信号発生装置であ
る例えば、高周波電流（図中ではＨＦと明記）を出力し
て吸引・送水機能を有するタイプのソノサージ２Ａや吸
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引・送水機能を有していないソノサージ２Ｂ等とを備え
て構成されている。
【００１３】前記超音波装置１Ａは超音波凝固切開装置
であり、超音波装置１Ｂは超音波トラカール、超音波装
置１Ｃは超音波吸引装置であり、それぞれ各種超音波振
動子３Ａ，３Ｂ，…、超音波振動子３Ａ，３Ｂ，…等を
内蔵したカバー部材である各種振動子カバー４Ａ，４
Ｂ，…、後述する超音波振動伝達部等を備えた各種プロ
ーブ５Ａ，５Ｂ，…、このプローブ５Ａ，５Ｂ，…を被
覆するカバーシース６Ａ，６Ｂ，…等を組み合わせて構
成されている。
【００１４】つまり、本実施形態の超音波診断治療シス
テムでは、駆動周波数の相違や、高周波電流の併用の可
否等により数々の超音波振動子３Ａ，３Ｂ，…が存在す
るとともに、ハンドルの形状の相違や有効長、外径の異
なる数々の振動子カバー４Ａ，４Ｂ，…や、先端部形状
の相違及び有効長、外径が異なる数々のプローブ５Ａ，
５Ｂ，…、それらプローブ５Ａ，５Ｂに対応するカバー
シース６Ａ，６Ｂ，…が存在する。
【００１５】ここで、超音波装置の構成例を説明する。
超音波診断治療システムを構成する超音波装置１つに、
例えば図２に示すようなシザースタイプの超音波凝固切
開システム１０がある。この超音波凝固切開システム１
０は、超音波による凝固及び切開を行う図示しない超音
波振動子（ＨＦ有り）３Ｂを内蔵した超音波凝固切開装
置１１と、この超音波凝固切開装置１１の前記超音波振
動子３Ｂに駆動信号を供給するソノサージ２Ｂと、前記
超音波凝固切開装置１１に対して電気メス信号を供給す
る電気メス装置１２とで主に構成されている。
【００１６】前記ソノサージ２Ｂには、前記超音波凝固
切開装置１１の超音波振動子３Ｂに駆動信号を供給する
駆動信号伝達コード１３及び、駆動信号のオン・オフ操
作を行う制御スイッチである例えば第１フットスイッチ
１４が接続される。
【００１７】前記電気メス装置１２には、前記超音波凝
固切開装置１１に電気メス信号を伝達するアクティブコ
ード１５と、電気メス信号の出力のオン・オフ操作を行
う制御スイッチである例えば第２フットスイッチ１６
と、一端部に生体の広い部分に接触配置される対極板１
７を設けた電気メス信号リターン用コード１８とが接続
される。
【００１８】前記駆動信号伝達コード１３の端部には振
動子コネクタ１３ａが設けられており、この振動子コネ
クタ１３ａがソノサージ２Ｂのコネクタ部２ａに着脱自
在に接続されるようになっている。また、前記アクティ
ブコード１５の先端部には先端コネクタ１５ａが設けら
れており、この先端コネクタ１５ａが超音波凝固切開装
置１１の把持部を兼ねる振動子カバー４Ａに設けられて
いる処置用電極受けピン４ａに着脱自在に接続されるよ
うになっている。
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【００１９】図２及び図３を参照して超音波凝固切開装
置１１の構造を説明する。前記超音波振動子３Ｂは、把
持部を兼ねる振動子カバー４Ａの内部に一体的に組み込
まれている。この超音波振動子３Ｂで発生する超音波振
動は、ホーン部材２１に伝達されて増幅されて、このホ
ーン部材２１の先端部に連結されるプローブ５Ａの超音
波振動伝達部を構成する振動伝達部２０を介して、この
振動伝達部２０の先端部に形成した固定刃５ａに伝達さ
れる。
【００２０】前記振動伝達部２０の振動波の節に当たる
部分にはこの振動伝達部２０を保持する一方、後述する
進退棒２７が遊嵌配置される連結具２８が設けられてい
る。
【００２１】前記振動子カバー４Ａの側部には固定ハン
ドル２２及びハンドル支点部２３を支点にして回動自在
な可動ハンドル２４が設けられており、この可動ハンド
ル２４を矢印Ａ方向である前記固定ハンドル２２側に回
動操作することによって、操作棒２５が矢印Ｂ方向に移
動する。
【００２２】このことによって、この操作棒２５の先端
部が係合する周溝２６ａを有するロータ２６が振動子カ
バー４Ａの基端側に移動されて、このロータ２６に一体
的に固定されている前記進退棒２７が基端側に移動す
る。すると、前記固定刃５ａに対向する可動刃５ｂが矢
印Ｃ方向である固定刃５ａ側に回動移動されて、この可
動刃５ｂと前記固定刃５ａとで生体組織を狭持する。
【００２３】このとき、前記固定刃５ａを振動させる
と、生体組織は超音波振動で発生する摩擦熱で加熱され
て切除される。また、高周波電流を流すことによって血
管を凝固させられる。
【００２４】前記ソノサージ２Ｂ内には識別手段である
後述する非接触型ＩＤ（符号７ａ，７ｂ，…に示す）に
記憶させた信号を読み取るアンテナ部３１及びこのアン
テナ部３１の読み取り結果から超音波装置１の組合せ状
態を判断する判別手段である判別回路３２，この判別回
路３２の判別結果に基づいて使用者に、例えば組合せ状
態が不適であることを報知する告知手段である告知回路
３３を備えた制御部３０が設けられている。
【００２５】前記ホーン部材２１及び前記振動伝達部２
０には、雌ネジ部２１ａ及び雄ネジ部５ｃがそれぞれ形
成されており、螺合によって振動伝達部２０がホーン部
材２１に着脱自在に連結される構成になっている。
【００２６】なお、本実施形態においては前記固定刃５
ａを、前記振動伝達部２０の先端部分を細径な棒状にし
て形成したものを示しているが、この固定刃５ａとして
は、いわゆるナイフ形状のものや、図４（ａ）に示すよ
うに生体組織に引っ掛けることにより凝固・切開を行う
フックタイプの固定刃５ｄを形成した振動伝達棒２７ａ
を備えたプローブ５１等がある。
【００２７】そして、図２及び図４（ｂ）に示すように
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それぞれのプローブ５Ａ，５１は、対応するカバーシー
ス６Ａ，６１で被覆されて、図示しない超音波振動子を
内蔵した振動子カバー４Ａ，４１等に一体に固定され
て、超音波凝固切開装置１１，１１ａを構成する。
【００２８】つまり、図４（ｂ）に示すフックタイプの
超音波凝固切開装置１１ａと、前記図２に示したシザー
スタイプの超音波凝固切開装置１１とでは、プローブ５
Ａ，５１、カバーシース６Ａ，６１及び振動子カバー４
Ａ，４１等、各構成部材がそれぞれ異なっているが、例
えば、前記シザースタイプの振動子カバー４Ａに、フッ
クタイプのプローブ５１を誤って組み付けてしまうおそ
れがある。
【００２９】そして、万一、誤った組合せで超音波装置
を組み立てて、超音波を発振させると故障の原因にな
る。そのため、超音波振動子を内蔵した振動子カバー４
Ａ，４１及びプローブ５Ａ，５１及びカバーシース６
Ａ、６１にはぞれぞれ非接触型ＩＤ７ａ，７ｂ，…を設
けている。
【００３０】前記非接触型ＩＤ７ａ，７ｂ，…は、ＲＦ
ＩＤ(Radio Frequency Identification)である。このＲ
ＦＩＤは、記憶情報に対応する所定パターンが形成され
る媒体タグ（ラベル形、円筒形、カード形、箱形、コイ
ン形、スティック形状等がある）であり、所定パターン
の非形成部位に非接触状態で電波情報の授受を行う非接
触型データキャリアを備えている。そして、非接触型デ
ータキャリアは、電波を送受信するアンテナと、アンテ
ナで外部からの電波情報を受信して電磁誘導（なお、電
磁誘導方式以外にも、電磁結合方式、静電結合方式、マ
イクロ波方式、光方式等がある）によって必要な電力及
び情報を得るとともに、処理結果の発信を行う情報通信
部と、この情報通信部で受け取られた情報及び情報記憶
部に記憶された特定情報に基づいて外部に対する処理を
行う制御部とを有している。
【００３１】前記非接触型ＩＤ７ａ，７ｂ，…に記憶さ
せる信号として、本実施形態では例えば５桁の数字を使
用する。この５桁の数字の、例えば上２桁で超音波装置
の判別を行い、下１桁目で超音波振動子の判別を行い、
下２，３桁目で振動伝達棒等のプローブの判別を行うよ
うにしている。
【００３２】具体的には、高周波併用可で駆動周波数２
３．５ｋＨｚの太径のストレートシザースタイプの超音
波凝固切開装置１１のナンバーを１１とし、高周波併用
可で駆動周波数２３．５ｋＨｚの太径のフックタイプの
超音波凝固切開装置１１ａのナンバーを１２とする。
【００３３】このとき、高周波併用可で駆動周波数２
３．５ｋＨｚの超音波振動子を内蔵した太径ストレート
シザース振動子カバー４Ａ及び太径ストレートシザース
カバーシース６Ａのナンバーを１とし、太径ストレート
シザースプロープ５Ａのナンバーを１として記憶させ
る。一方、太径フックプローブ５１のナンバーを２と
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し、太径フックカバーシース６１及び太径フック振動子
カバー４１のナンバーを２として記憶させる。
【００３４】このことにより、ユーザー使用時、ソノサ
ージ２Ｂの電源を入れると、超音波凝固切開装置１１が
正しい組合せで構成されているか否かが判断される。つ
まり、超音波凝固切開装置１１が、高周波併用可・駆動
周波数２３．５ｋＨｚの超音波振動子３Ｂと、太径スト
レートシザースプローブ５Ａと、太径ストレートシザー
ス振動子カバー４Ａ及び太径ストレートシザースカバー
シース６Ａとで構成されていれば、ソノサージ２Ｂに内
蔵された制御部３０のアンテナ部３１は前記非接触型Ｉ
Ｄ７ａ，７ｂ，７ｃからの信号を読み取り、この読み取
り結果を判別回路３２に出力する。この判別回路３２で
読み取り結果に対応する組合せが記憶されていたなら組
み合わされた超音波装置が良好な組合せであると判別し
て、ソノサージ２Ｂから超音波凝固切開装置１１に駆動
信号の供給を行える状態になる。つまり、正しい部材を
組み合わせて構成した超音波凝固切開装置１１であるこ
とが確認される。
【００３５】しかし、誤った組合せである、例えば高周
波併用可・駆動周波数２３．５ｋＨｚの超音波振動子３
Ｂを内蔵した太径ストレートシザース振動子カバー４Ａ
に対して、太径フックプローブ５１と、太径ストレート
シザースカバーシース６Ａとで超音波凝固切開装置１１
が構成されていた場合には、読み取った信号の組合せを
基に、判別回路３２では組合せが誤りであることを判別
し、告知回路３３を介して例えば警告音を発せさせると
ともに、ソノサージ２Ｂから駆動信号が供給されない状
態にする。つまり、ユーザーが誤った組合せの超音波装
置を使用して処置を行うことを防止している。なお、警
告音の代わりにＬＥＤ等を利用して組合せの正誤を表示
するようにしてもよい。
【００３６】ここで、図５を参照して超音波装置の組立
て及び組立て状態の確認手順を説明する。まず、ステッ
プＳ１に示すように例えば超音波振動子３Ｂを内蔵した
振動子カバー４Ａ、振動伝達部２０及び進退棒２７を備
えたプローブ５Ａ、及びカバーシース６Ａを組み合わせ
て超音波凝固切開装置１１を組み立てる。そして、ステ
ップＳ２に示すようにこの超音波凝固切開装置１１の駆
動信号伝達コード１３に設けられている振動子コネクタ
１３ａをソノサージ２Ｂのコネクタ部２ａに接続する。
【００３７】そして、ステップＳ３に示すようにソノサ
ージ２Ｂの電源を投入する。すると、ステップＳ４に移
行して非接触型ＩＤ７ａ，７ｂ，…に記憶されている信
号が制御部３０のアンテナ部３１で読み取られる。次い
で、ステップＳ５に示すように読み取った部材の組合せ
が正しいか否かを判断する。正しい組合せであったとき
には上述で示した通り、ステップＳ６に示すようにソノ
サージ２Ｂから超音波凝固切開装置１１に駆動信号の供
給が行える状態になる。
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【００３８】一方、万一、超音波装置の組合せに誤りが
あると判断した場合には、上述で示した通り、ステップ
Ｓ７に移行して警告音を発して使用者に告知するととも
に、ソノサージ２Ｂから誤った組立て状態の超音波凝固
切開装置１１に対して駆動信号が供給されない状態にす
る。
【００３９】その後、使用者は、ステップＳ８に示すよ
うに組合せの変更を行ってステップＳ２に移行する。こ
こで、正しい組合せであることが判別されたなら、ソノ
サージ２Ｂから適切な組合せの超音波凝固切開装置１１
に対して駆動信号の供給を行える状態になる。
【００４０】このように、超音波振動子が一体に内蔵さ
れる振動子カバー、プローブ及びカバーシースにそれぞ
れ特定の情報を記憶させた非接触型ＩＤを設けることに
より、超音波装置を構成する各部材を色分けしたり、マ
ーキングを施すことなく、ソノサージの電源を投入する
ことによって、自動的に超音波装置の組立て状態が誤組
立てであるか否かを確実に判別することができる。
【００４１】また、正しい組合せ状態のときにだけ、ソ
ノサージから駆動信号の供給を行える状態にして、誤っ
た組合せで構成された状態の超音波装置を使用して処置
が行われることを確実に防止することができる。
【００４２】なお、前記非接触型ＩＤ７ａ，７ｂ，…は
外乱ノイズに非常に弱い。このため、超音波発振時には
読み取りは中断される。
【００４３】図６は本発明の第２実施形態にかかる超音
波装置の他の構成例を説明する図である。前記第１実施
形態では超音波装置の誤組立ての防止に関して説明した
が、本実施形態では超音波プローブと振動子カバー及び
カバーシースとの組合せについて説明する。
【００４４】図に示すように超音波凝固切開装置１Ａに
おいては、プローブ５と、振動子カバー４との長さ関係
が重要である。つまり、それらの長さ関係が適正な値で
ない場合には、十分な機能を引き出せなくなるおそれが
ある。
【００４５】そのため、従来ではプローブ５と振動子カ
バー４とを組み合わせて販売していた。そのため、プロ
ーブ５又は振動子カバー４のいずれか一方に故障が発生
した場合、プローブ５及び振動子カバー４の両方を廃棄
して、新しい組合せの装置を購入する必要があった。
【００４６】本発明では、予め、プローブ５の長さ寸法
（Ｌ１）と、プローブ５と振動子カバー４とを一体にし
たときの長さ寸法（Ｌ２）とを、非接触型ＩＤ７ｍ，７
ｎに記憶させてある。
【００４７】したがって、プローブ５、若しくは振動子
カバー４のいずれか一方に故障が発生した際には、セー
ルスマンが読み取り装置を持参して、非接触型ＩＤ７
ｍ、７ｎに記憶されている長さ情報を読み取り、長さ寸
法が全く同じ交換品を手配してユーザーに提供する。
【００４８】このように、プローブ、若しくは、振動子*
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*カバーに不具合が発生した場合、セールスマンが読み取
り装置を持参し、非接触型ＩＤに記憶されている情報を
読み取ることにより、交換品として全く同じ長さのもの
を容易に提供することができる。
【００４９】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００５０】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００５１】（１）超音波振動子を駆動させる駆動信号
を出力する駆動信号発生装置と、この駆動信号発生装置
に着脱自在なコネクタを有し、前記駆動信号によって駆
動する所定の超音波振動子を内蔵した把持部を兼ねるカ
バー部材及びこのカバー部材に着脱自在で、前記超音波
振動子で発生された超音波振動を被検体に伝達する超音
波振動伝達部を備えた複数の超音波装置とを有する超音
波診断治療システムにおいて、前記超音波装置を構成す
る前記カバー部材、超音波伝達部に、それぞれの組合せ
を示す識別手段を設ける一方、前記駆動信号発生装置に
組合せを判別する判別手段及びこの判別手段の判別結果
を告知する告知手段を設けた超音波診断治療システム。
【００５２】（２）前記識別手段は、非接触型ＩＤであ
る付記１記載の超音波診断治療システム。
【００５３】（３）前記非接触型ＩＤは、ＲＦＩＤ(Rad
io Frequency Identification)である付記２記載の超音
波診断治療システム。
【００５４】（４）前記非接触型ＩＤに、それぞれ固有
の信号を記憶させた付記２記載の超音波診断治療システ
ム。
【００５５】（５）前記判別手段は、前記超音波装置を
構成する部材の組合せが不適であると判断したとき、前
記告知手段を介して使用者に組合せが不適であることを
報知させる付記1記載の超音波診断治療システム。
【００５６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、各
超音波装置毎に色分け、若しくは、マーキング等を施す
ことなく、各種超音波装置の誤組立てを防止した超音波
診断治療システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１ないし図５は本発明の第１実施形態に係
り、図１は超音波診断治療システムを説明する図
【図２】超音波診断治療システムの１例であるシザース
タイプの超音波凝固切開装置を説明する図
【図３】図２の超音波凝固切開装置の構造を説明する図
【図４】他の超音波凝固切開装置を説明する図
【図５】超音波装置の組立て及び確認の手順を説明する
フローチャート
【図６】本発明の第２実施形態にかかる超音波装置の他
の構成例を説明する図
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【符号の説明】
２…駆動信号発生装置（ソノサージ）
４Ａ…振動子カバー
５Ａ…プローブ
６Ａ…カバーシース *
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*７ａ，７ｂ，７ｃ…非接触型ＩＤ
１０…超音波凝固切開システム
１１…超音波凝固切開装置
２０…振動伝達棒

【図１】

【図３】

【図４】

【図６】
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